
● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

興味のあるゼミの説明会に参加し、ゼミの内容や講義の進め方、研究テーマ等の情報を収集する。
秋説明会は、9月上旬に行われます。

収集した情報を踏まえ、MyWasedaから応募ゼミの情報を入力する。
Webでの「応募ゼミ申請」と併せて、応募書類を提出する。
1次選考の応募書類提出期間は、9月上旬です。

応募ゼミの選考日、選考場所等を確認し、選考試験を受ける（レポート課題のみの場合もあり）。
1次選考は、9月中旬頃に行われる予定です。

説明会への参加

応募

選考試験

専門教育科目演習 専門教育科目演習ⅠA 3年生

3年生

4年生

4年生

4年生

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

履修学年 単位数

専門教育科目演習ⅠB

専門教育科目演習ⅡA

専門教育科目演習ⅡB

専門教育科目演習論文

◆ 選考までのステップ

STEP1

STEP2

STEP3

専門ゼミとは
●� �専門教育科目演習（ゼミ）では、担当教員の指導のもと、設定したテーマについて調査・資

料収集をして、レポートやプレゼンテーション資料を作成し、それをもとに他の学生と討
論する形式をとります。通常の授業とは異なり、少人数制で2年間継続することが前提です。

● �ゼミの活動を通じて、将来の実務で必要となる課題設定および課題解決能力、プレゼン
テーション能力、コミュニケーション能力、文章作成能力を養います。また、合宿や懇親
会など、担当教員や他の学生と交流する機会も得られます。

● �なお、商学部には 6トラック（経営トラック、会計トラック、マーケティング・国際ビジネ
ストラック、金融・保険トラック、経済トラック、産業トラック）、約 60のゼミがあります。

● �ゼミは、以下の通り、半期の科目と専門教育科目演習論文（ゼミ論文）から構成されます。

※上記について変更の可能性がありますので、商学部 HP 等にて確認してください。
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●経営トラック	 　　

現代企業研究	 坂野　友昭	 07

組織と戦略	 藤田　　誠	 07

ビジネスモデルと競争戦略	 井上　達彦	 07

会社法研究	 中村　信男	 07

企業法研究	 　和田　宗久	 08

企業と環境・社会	 　谷本　寛治	 08

経営戦略研究	 　山野井順一	 08

組織行動研究	 　村瀬　俊朗	 08

Contemporary Strategic Management	 マレン ジョエル	 09

ブレークスルーの科学	 　三橋　　平	 09

ヒューマン・リソース・マネジメント研究	 梁取　美夫	 09

民法研究	 新井　　剛	 09

●会計トラック	 　

現代管理会計論	 長谷川惠一	 10

企業管理会計研究	 清水　　孝	 –

現代の財務会計	 川村　義則	 10

財務報告と分析	 奥村　雅史	 10

企業価値評価研究	 大鹿　智基	 10

環境経営と戦略マネジメントシステム	 伊藤　嘉博	 11

財務報告の研究	山 内　　暁	 11

財務会計研究	 八重倉　孝	 11

Accounting, Economics and Society	 スズキ トモ	 11

会計・監査実務研究	 関根　愛子	 12

●マーケティング・国際ビジネストラック	 　　

現代マーケティング研究	 恩藏　直人	 12

現代広告研究	 嶋村　和恵	 12

マーケティング・サイエンス研究	 守口　　剛	 12

消費者心理学研究	 須永　　努	 13

Consumer Behavior Research	 フランク ビョーン	 13

貿易商務研究	 田口　尚志	 13

グローバル経営	 谷口　真美	 13

国際貿易と経済学	 市田　敏啓	 14

国際貿易研究	 横田　一彦	 14

International Corporate Strategy	 エドマン ジェスパー	 14

●金融・保険トラック

リスクマネジメント研究	 李　　洪茂	 14

The World's Corporations in a Globalized Society	 広田　真一	 15

コーポレート・ファイナンス	 谷川　寧彦	 15

Study of Insurance from a Global Perspective	 中出　　哲	 15

フィナンシャル・エコノミクス	 尾﨑　祐介	 15

保険経営と数理	 星野　明雄	 16

●経済トラック	 　

マクロ経済理論	片 岡　孝夫	 16

開発経済学研究	 高瀬　浩一	 16

数理計量分析研究	 毛利　裕昭	 16

コンピュータによる統計分析とその応用	 坂野　慎哉	 17

企業の経済学	 久保　克行	 17

計量経済学とその応用	片山 　　東	 17

産業組織論研究	 加納　和子	 17

Empirical Study of Policy Evaluation	 富　　　蓉	 18

数理経済学研究	 原　　和弘	 18

●産業トラック

日本企業システムの経済分析	 宮島　英昭	 18

国際経済学研究	 横山　将義	 18

日本経済史研究	 花井　俊介	 19

国際経済関係研究	 池尾　愛子	 19

Economic and Business History: Global Perspectives	 矢後　和彦	 19

雇用労働研究	 小倉　一哉	 19

イノベーション研究	 清水　　洋	 20

産業・企業ダイナミクス研究	 宮川　大介	 20

● ● ● ● ● ●
特 集

 専門ゼミ目次
掲載は科目配当順

2024年度開講ゼミの募集の有無に
ついては、商学部ホームページま
たは掲示板を確認してください。

GMP 対象ゼミ
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
「成功した企業」と聞いてどんな企

業を思い浮かべますか？いわゆる
GAFA や Airbnb な ど で し ょ う か。
いずれの企業もサービスやアイディ
アは秀逸でしょう。しかし、それだ
けでは「勝ち続ける」ことはできま
せん。成功し勝ち続けるには裏側の
目に見えない仕組みにこそ本当の要
因はあるはずです。私たちはそこに
焦点を当てて活動をしています。

■ 活動内容
井上ゼミでの活動は、特定の企業
のビジネスモデル分析から始まり
ます。この過程で学術研究の流れ
やフィールドワークの基礎を身に
つけます。その後は輪読や外部の
方との交流などを通して、ビジネ
スモデルに関する理解を深めたり、
自ら問いを設定して本格的に研究
活動に取り組んだりしていきます。

■ 新ゼミ生へ  
私たちのモットーは「考動する知識
人」です。考えなしに思いつきで行
動するのでも、机の前で考えるだけ
で行動に移さないのでもなく、常に
考えながら実行することを大事にし
ています。このモットーに共感し、
自身もそうした力を育みたいと強く
思う人をお待ちしています。

ゼミ HP：
https://www.waseda.jp/sem-inoue/

井上 達彦ビジネスモデルと競争戦略

人数：3 年生 13 人、4 年生 10 人　執筆者：川野 孝誠

先生

■ 研究テーマ
経営学に関するテーマを幅広く
扱います。経営戦略、組織構造
をはじめ、コーポレート・ガバ
ナンス、リーダーシップ、モチ
ベーションなどに関するテーマ
も取り上げます。ゼミ論文作成
に際しては、各人（各グループ）
の興味を尊重します。

■ 活動内容
春学期は、教材を指定して輪読
形式で実施します。秋学期は、
グループでのゼミ論文作成と慶
應義塾大学商学部小沢ゼミとの
インゼミでの発表・討論がメイ
ンの活動になります。また、論
文作成のため、統計に関する学
習、統計ソフトの使い方なども
学習します。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは、各人の主体的な行動が
期待されるという点をよく認識
してください。
ゼミ Twitter：
https://twitter.com/fujita_zemi

藤田 誠 組織と戦略

人数：3 年生 15 人、4 年生 15 人　執筆者：木戸口 未希子

先生

■ 研究テーマ
坂野ゼミでは、現代企業が直面
するさまざまな問題を多面的な
角度から検討し、それに対する
分析能力や解決能力を身につけ
ることを目的としています。

■ 活動内容
先生が企業とテーマを定め、グ
ループごとに、マーケティン
グ、ファイナンスなど様々な視

点から分析し、プレゼンを行い
ます。プレゼン後はゼミ全体で
質疑応答、先生を交えたディス
カッションを行い、先生による
フィードバックがあります。ま
た坂野ゼミでは、学生主体のサ
ブゼミがあり、就職時に役立つ
実践的な能力を身につけること
を目的としています。サブゼミ
のテーマ自体は自由で、ゼミ生

の自主性を促す形式になってい
るので、皆高いモチベーション
をもって取り組んでいます。

■ 新ゼミ生へ  
坂野先生が 2025 年 3 月をもっ
て退職されるため、本年度の新
ゼミ生の募集は行いません。

坂野 友昭現代企業研究

人数：3 年生 22 人、4 年生 19 人　執筆者：森 創太郎

先生

■ 研究テーマ
中村ゼミでは研究テーマとして「会
社法」を扱います。会社法を中心
にして、組織の運営形態や資金調
達方法、新規事業展開といった経
営戦略上の重要な意思決定過程を
考察することにより、ビジネスの
現場に対する理解を深めることを
活動目標としています。

■ 活動内容
会社法研究Ⅰでは、会社法に関す
る 実 際 の 経 営 問 題 を 題 材 に し た
ケーススタディを中心に、複数人
のグループ毎に対象事例の研究・
報告を行います。会社法の基礎知
識の習得と並行しつつ、実社会に
おける会社法の役割に関して実践
的に理解します。会社法研究Ⅱに
ついては、個人もしくはグループ

単位での卒業論文の作成が主な活
動内容です。

■ 新ゼミ生へ  
中村ゼミには体育会系から文化系
まで男女ともに個性豊かなゼミ生
が所属しており、進路に関しても
メーカーや金融、インフラ、IT 等
の民間企業から公務員、公認会計
士、法科大学院等まで様々です。
多種多様なゼミ生と関わり合いな

がら、ゼミにおける活動に真摯に
取り組む意欲に満ちた方々を中村
ゼミ一同お待ちしています。

中村 信男会社法研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 4 人　執筆者：高山 直也
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先生

■ 研究テーマ
和田ゼミの研究テーマは「企業法」
です。会社は、企業法という枠組
みの中で成り立ち、活動していま
す。その会社の基盤となる企業法
を学ぶことで、法制度から企業の
経営や、株主総会や金融市場の現
状を理解し、そのあり方や問題点
を捉えていきます。 

■ 活動内容
3、4 人のグループに分かれ与えら

れた企業法に関するテーマについ
て調べて発表しています。様々な
文献や判例を用いて研究を進める
ことで、法制度や企業づくりの問
題点を発見し、解決策を考え、よ
り深い理解につなげています。今
年からはコロナ以前に行っていた
ゼミ合宿も再開し交流を図る予定
です。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは難しそうなイメージの

ある企業法について一から丁寧に
学ぶことができます。またグルー
プで活動を行うので自然と先輩や
同期のゼミ生と仲良くなる機会も
多く、和気藹々とした温かい雰囲
気でゼミ活動を行っています。ぜ
ひ私達と一緒に企業法について学
んでみませんか？ゼミ生一同、皆
さ ん の 参 加 を 心 待 ち に し て い ま
す！

和田 宗久企業法研究

人数：3 年生 7 人、4 年生 8 人　執筆者：錦見 大夢

先生

■ 研究テーマ
CSR を切り口に、企業の活動とそ
れを取り巻く社会・環境の間に生
じる問題を研究しています。持続
可能な社会において求められる、
財務的にも非財務的にも優れた企
業経営とはどのようなものか。社
会制度や企業経営など幅広い視点

から学習していきます。

■ 活動内容
3 年生の前期は文献を要約し、グ
ループに分かれて毎週レジュメを
作成、ディスカッションを行いま
す。夏には 3・4 年生でプロジェク
ト研究・合宿を行います。後期は
早稲田祭での研究発表、インゼミ、
企業との共同プロジェクトといっ
た対外イベントに取り組みます。4 
年生ではこれまでの集大成として

卒業論文を作成します。

■ 新ゼミ生へ　
谷本ゼミでは積極的に活動に参加
する姿勢を大切にしています。ま
た、「調べる」「まとめる」「伝える」
といった、これからの人生の基礎
となる力を身に付けることが出来
ます。常に成長できる機会がある
環境で、本気でゼミ活動に打ち込
みたいと考えている皆様、お待ち
しております！

谷本 寛治企業と環境・社会

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：木島 直人、大高 ゆきの

先生

■ 研究テーマ
リーダーシップ、チームワーク、
モチベーション、職務満足など、
様々な組織の「人」に関するテー
マを研究するゼミです。主に 2 人
や 3 人一組の班を組んで、学生主
導で課題や研究を行います。「どん
なリーダーシップがチームワーク
に必要か」「モチベーションはなぜ
高まらないのか」など、みなさん

も過去に一度は疑問に思ったこと
があるのではないでしょうか。私
たちのゼミでは、これらの身近に
ある「人」の疑問に着目して仮説
を練り、データ検証を通して、自
分達の解を見つけます。

■ 活動内容
ゼミでは、「輪読とリサーチプロジェ
クト」を中心に活動します。3 年生
では、並行履修科目の組織行動論と

ゼミのレクチャーを通して組織の人
にまつわる基礎知識を身に付けても
らいます。次に、プロジェクトを通
して、チームメンバーとテーマを議
論し、データ分析を行い、自らの解
が正しいかを検証し、結果をゼミで
発表します。ゼミの 2 年間にいくつ
かのチームプロジェクトを行い、4
年生の最後に総仕上げとしてグルー
プで卒業論文に取り組むことで、「自

らの頭で考え、議論し、行動できる」
人材へ成長してもらうことが、ゼミ
の目標です。

■ 新ゼミ生へ　
村瀬ゼミの目標は早稲田大学でユ
ニークなゼミを作ることです。ゼ
ミで研究に真剣に取り組み、加え
て「work hard & play hard」の精神
で学生生活を送りたい方々の応募
をお待ちしています。

村瀬 俊朗組織行動研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 15 人　執筆者：村瀬 俊朗先生

先生

■ 研究テーマ
3 年前期には「世界標準の経営理論」
と英語の論文を用い、ゼミ生とディ
スカッションを通して、経営理論
について幅広く学びます。その後、
メイン活動となるグループ・プロ
ジェクトに入ります。ここでは、
グループごとにテーマ設定、先行
研究調査、データ収集・分析を行っ
ていきます。ここでの目標は、プ
ロジェクトの成果としての論文を

学内外の懸賞論文コンテストに出
し、一等を取ることです。

■ 活動内容
私たちは、経営戦略に関する事例
を定量的に分析し研究しています。
ゼミでは様々な企業事例から経営
戦略の理論に基づいて因果関係を
導き、仮説を立て、統計を用いて
検証します。これらの活動を通し
て、経営理論や統計学、語学、論
理的思考力を体得することを目指

します。

■ 新ゼミ生へ　
山野井ゼミでは、経営理論のみなら
ず統計や英語論文、企業事例などを
広く扱うとともに、論理的思考も求
められます。よって向学心と多少の
忍耐力が必要となります。将来役立
つスキルを身に付けるために真剣に
活動したい学生には、ぴったりのゼ
ミです。ゼミ生一同、皆さんの参加
を心待ちにしています。

山野井 順一経営戦略研究

人数：3 年生 13 人、4 年生 8 人　執筆者：山田 悠太
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
経営学、組織科学、経営組織論
分野のゼミです。組織や、組織
内の人材が、時代をリードし、
変化に適応し、新しい価値を生
み続けるためのメカニズムを実
証的に研究することを目的とし
ています。卒業研究のテーマは、
就職や映画のデータを用いた研
究、オンライン・ゲーム・サイ

トなどのレビュー・コメント分
析、イノベーティブな水着の特
許分析、テニスのホーム・ゲー
ムでの勝率データなど、自分の
関心に沿いながら、正確な論証
と実証に基づく卒業研究ができ
るようサポートしています。

■ 活動内容
ともかく楽しく、笑顔で、毎週
のゼミが待ち遠しくなるように

運営しています。3・4 年生合
同のゼミで、和気あいあいと学
び合えるのが大きな特徴です。

■ 新ゼミ生へ  
大学時代に自分の将来に影響を
与えるような出会いに恵まれる
ことを願っています。

三橋 平ブレークスルーの科学

人数：3 年生 9 人、4 年生 6 人　執筆者：三橋 平先生

先生

■ 研究テーマ
This zemi is for students interested 
in learning about business strategy 
in a world characterized by major 
challenges including climate change, 
rapidly advancing technologies, and 
pandemic diseases among others. The 
complexity of the modern world means 
that effective business strategy must 
be a dynamic and evolving process 
that adapts to a changing business 
landscape. To address these challenges, 

managers must be able to identify 
causes and consequences of important 
change in both the market and non-
market environments of the firm. 
■ 活動内容
We will work to understand important 
issues that influence business strategy 
today using a range of perspectives, 
with a particular emphasis on the 
evolution of companies and business 
c o n t e x t s .  W e  w i l l  s u p p o r t  s u c h 
understanding through the application 

of modern analytical  approaches 
including statistical techniques and 
computational simulation methods. We 
will pay special attention to the context 
of environmental sustainability—
however, what we learn is applicable 
across strategic management issues. 
■ 新ゼミ生へ　
Companies today can no longer be 
successful by focusing only on their 
market environment. Smart companies 
design strategies that leverage broader 

changes taking place in the world to 
innovate and remain competitive over 
the longer term. Students will learn 
to recognize and respond to these 
complex issues by exploring how 
successful business fits into the broader 
social and natural environments in 
which we live. 

マレン ジョエルContemporary Strategic Management

人数：3 年生 4 人、4 年生 3 人　執筆者：マレン ジョエル先生

先生

■ 研究テーマ
このゼミではヒューマン・リソース・
マ ネ ジ メ ン ト（Human Resource 
Management, HRM、いわゆる人材
マネジメント）について学び、組織
が目的達成のためどのように人材
を活用しているかについて考えま
す。このゼミは人事の専門家を養成
することを主たる目的とするもので
はなく、商学部がカバーする分野を

HRM の観点から理解しようとする
ものです。

■ 活動内容
研究と実務の適度なバランスを取
ります。研究に関しては研究論文
を読み、理解できるようトレーニ
ングしますし、自分達でもグルー
プで研究プロジェクトを実際に行
います。実務に関しては論文の実
務への応用を考えるほか、ケース

スタディやディベートなどを通し
実務における人材マネジメント上
の問題についてゼミ生同士で議論
し ま す。2023 年 度 は 実 務 に 役 立
つ研究を目指し企業と若手社員の
活用に関する共同プロジェクトを
行っています。

■ 新ゼミ生へ　
2020 年度に新設された歴史の浅い
ゼミで、毎年いろいろ試しながら

ゼミ活動をアップグレードしてい
るところです。多様性を尊重しま
すので、いろいろな学生に参加し
てほしいと考えていますが、特に
知的好奇心の旺盛な学生に参加し
てほしいと考えています。

梁取 美夫ヒューマン・リソース・マネジメント研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：梁取 美夫先生

先生

■ 研究テーマ
新井ゼミでは、民法を研究します。
民法は、皆さんが生活者として、
あるいは企業人として生きていく
なかで、何らかのトラブルに遭っ
た時に役立つ法律です。したがっ
て、民法は私たち一般市民にとっ
て最も身近で、重要な法律の一つ
といえるでしょう。

■ 活動内容
①民法の構造を理解した上で、最

近になって相次いでいる民法改正
の内容や背景等を学びます。
②実務への影響が大きい最高裁判
所の出す「判例」の内容や意義を
皆で検討します。
③法律問題をテーマとするシネマ
の鑑賞を通して、日本の法律の問
題点を考察します。

■ 新ゼミ生へ  
「商学部なのに民法」ではなく、「商

学部だからこそ民法」です。自由

闊達な議論を通して民法の知識を
身につけ、一生涯にわたり有益な
武器を手に入れましょう。
体育会系から法科大学院志望まで
個性豊かなゼミ生や学生思いな新
井先生と民法を学びたい皆さんを、
心よりお待ちしております。

新井 剛民法研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：瀧口 佳奈
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先生

■ 研究テーマ
川村ゼミでは、公認会計士となる
ことを希望する学生を募集してい
ます。財務会計・簿記に関する基
礎的な知識とそれを応用する能力
の習得を目標とします。財務会計
に関する様々なトピックスについ
て、会計基準をベースとして、基
礎的な概念やルールを学ぶととも
に、ケースワーク（問題の作成）

などを通じた能動的な学習をして
いきます。

■ 活動内容
3 年生は、財務会計に関する基礎
知識をしっかりと身につけること
から始めます。財務会計の領域ご
とに、まずは基礎的な用語やルー
ルの確認を行った後、主要な論点
を網羅する択一問題の作成・解答
や簿記的な知識を確認するための

ケースワークを行っていきます。
企業の実際の有価証券報告書を用
いた読解や分析を行います。また、
後期には他のゼミを交えた研究発
表会（インターゼミ）も企画して
います。4 年生は、卒業論文の制作
が主な活動になります。例年、主
要な会計問題に関する会計基準研
究や財務諸表分析を通じた企業研
究などがテーマとして選ばれてい

ます。

■ 新ゼミ生へ 
2022 年度からは、当ゼミでは、公
認会計士を目指すことを旗印とし
て頑張っています。志を高く持っ
て、ともに学び、やり遂げる意欲
のある学生の応募を期待していま
す。

川村 義則 現代の財務会計

　人数：3 年生 14 人、4 年生 17 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
会計情報は、企業情報の中核にある最
も包括的な情報であり、その有用性を
多角的に検討することが中心的なテー
マです。そこでは、企業の戦略情報、
ESG 情報、株価情報などの会計情報以
外の情報と会計情報の関連性を分析し
ながら検討します。科学的に研究を進
めることの意味を理解したうえで会計
情報を分析することがポイントになり
ます。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、財務会計の機能を
理論的に理解し、コンピュータを利用
したデータ分析の方法を学びます。サ
ブゼミでは、4 チームを編成して日経 
STOCK リーグ（企業分析レポートコン
テスト）に参加し、そこでは ビジネス
の社会的意義を明らかにしながら効率
的投資を行うことを目指して国内外の
企業を評価します。4 年生の活動の中
心は、個人あるいはグループでテーマ

を設定し、納得できる卒業論文の完成
を目指します。また、卒業論文に関す
る検討の合間で卒業前に読むべき幅広
い分野の書籍を輪読します。さらに、
特定のテーマ（本年のテーマはデジタ
ル技術と会計）を設定し 3、4 年の合
同ゼミを年数回行います。上記の活動
以外に、例年、コンパ、合宿、公的機
関や企業の見学、OB・OG 会、他大学
や他学部のゼミとのインターゼミなど
を行います。なお、3、4 年ともゼミは

PC 教室で行います。

■ 新ゼミ生へ  
現実の会計情報に興味がある人、国内
外の企業を分析してみたい人、PC を
利用したデータ分析をやってみたい人

（PC 初心者でも大丈夫）はぜひ当ゼミ
に参加してください。
ゼミ Twitter アカウント：
https://twitter.com/okumura_seminar

奥村 雅史財務報告と分析

人数：3 年生 16 人、4 年生 17 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
このゼミでは企業価値評価という分野
について学びます。企業価値評価は、
財務諸表を読み解く会計の知識に加え
てマーケティング戦略への理解、経済
学を利用した市場動向の把握などの商
学にまつわる分野と、政治の動向や環
境問題などの商学以外の分野から、企
業の将来性を幅広い視野で見ることが
出来る学問です。この分野で使われる
知識は M&A や株式投資、企業の課題
解決など、様々な戦略的判断を下す際
にも活用されています。 

■ 活動内容
活動内容は毎年異なりますが、今年度春
学期の活動の１つに輪読があります。輪
読では文章の内容をまとめて発表する報
告と、論点を探して議論を行う討論を行
います。報告では表現力、討論では考
察力を身につけることを目標としていま
す。また秋学期には発想力と論理的な文
章を書く能力を身につけるために、論文
を執筆します。その他にもゼミ生同士の
仲を深めるために、月一企画や年一企画
という交流イベントを企画しています。
加えて他大学との合同ゼミ合宿ではビジ

ネスゲームを行うため、ゼミ生以外とも
交流しながら学ぶ機会があります。

■ 新ゼミ生へ  
このゼミでは会計の知識を応用するだ
けではなく、企業価値評価という研究
テーマで様々な学問を融合して学びま
す。また毎年ゼミの目標を自分たちの
代で設定し、それに沿った活動内容を
決定するため、自由度が高いです。積
極的に行動できる主体性のある人、責
任感があり、継続して物事に取り組め
る人をお待ちしています！ぜひ私たち
のゼミで一緒に活動しましょう！

大鹿 智基企業価値評価研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 6 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
企業の意思決定や業績管理等に用いられる

「管理会計」を中心にした研究を行っていま

す。管理会計論は経理・会計の範囲のみなら

ず経営戦略・マーケティングなどの分野とも

密接に関わっているため、自身の興味に合わ

せて幅広い分野の研究に挑戦できます。

■ 活動内容
まずゼミ内定後、二年次の秋学期に、四年生

の指導のもと、管理会計の基礎知識やプレゼ

ンテーションのノウハウについて学び、研究・

発表活動の土台となる力を身に付けます。三

年次には、ビジネスゲームと呼ばれる企業経

営のシミュレーションを行い、それを元にし

た経営分析を行うことで管理会計の活用を実

践的に学ぶことができます。また、学外のゼ

ミと共同で行う研究発表大会に向けて各チー

ムでテーマを設定し、研究を行います。加え

て、フィールドワークを通じて研究対象の企

業の方に情報提供をしていただくことができ

るほか、発表のしかた・資料の集めかた等に

ついても丁寧な指導が受けられるため、大き

く成長できる機会となります。四年次には各

自卒業論文の執筆を行います。自分で定めた

テーマに向けて情報収集・分析を行っていき

ます。また、昨年度は開催されませんでした

が、通例年二回の合宿を行います。発表や議

論を通じてレベルアップを図ると共にゼミ生

相互の親睦を深めることができます。

■ 新ゼミ生へ  
長谷川ゼミの魅力は、「人柄の良さ」と「主

体的で活発な議論」にあると考えています。

普段の活動の中で様々な視点からの意見交換

を通じ、独学では気づけなかったことを発見

できます。そんな仲間とともに行う活動は刺

激的で、魅力に溢れたものです。さらに、管

理会計の学問領域は、公認会計士はもちろん、

経理・経営企画・戦略コンサルティングなど

の職種と強く関連しており、研究を資格試験

や就職活動に役立てることもできます。ぜひ

長谷川ゼミで有意義な学生生活を過ごしま

しょう！

長谷川 惠一現代管理会計論

人数：3 年生 17 人、4 年生 15 人　執筆者：工藤 佑斗2023 年 3 月卒業式
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先生

■ 研究テーマ
経営戦略を日常的に遂行される業務活
動に関連づけ、その実現を支援するの
が戦略マネジメントシステムです。こ
のシステムは企業活動のさまざまな局
面で活用されていますが、伊藤ゼミナー
ルでは、 企業活動の環境的側面に関す
るテーマを多く扱います。とくに、近
年では SDGs の 17 の目標に関連する研
究テーマを各自が設定し、たんに文献
研究にとどまらずフィールドリサーチ
も交えて多面的な研究を行っています。
そして、年度末にはこれを論文に仕上

げるとともに、後述するインターゼミ
の場面で報告・討論することとなりま
す。

■ 活動内容
活動内容毎時間のゼミでは、いくつか
のチームに分かれて、選択したテーマ
についてプレゼンテーションを行い、
これを受けて、全員が参加して活発な
ディスカッションが行われます。その
成果は、ゼミ早慶戦と銘打った慶應大
学との討論会を皮切りに、一橋大学、
関西・中部圏の同志社大学や南山大学、
さらには学内でのインターゼミを通じ

て発揮されます。なお、ゼミの他の活
動としては、コンパや合宿はもちろん
のこと、企業訪問や工場見学、実務家
の招聘等も積極的に行い、生きた情報
の収集と分析に努めています。

■ 新ゼミ生へ
ゼミは、勉強はもちろんですが、一生
の仲間と出会える場だと考えています。
ぜひ、一緒に頑張りましょう！  ホーム
ページにもアクセスしてくださいね。
https://yito-waseda.com/laboratory-2/

伊藤 嘉博環境経営と戦略マネジメントシステム

人数：4 年生 14 人　執筆者：千葉 進太郎

先生

■ 研究テーマ
国際分野を中心とした財務会計の
理論について体系的に学び、会計
情報の作成者や利用者の視点から
分析を行います。また、会計情報
が市場に与える影響などを経済学
や統計学の視点を織り交ぜ、実証
的分析を試みます。

■ 活動内容
3 年次前半は財務会計の応用書を扱

い、個々のトピックについてプレ
ゼンや議論を行います。並行して
論文作成やプレゼンの技術を学び
ます。後半にはより発展した議論
を応用書を用いて行い、グループ
での論文作成を行います。4 年では
主に個人の卒業論文作成に取り組
みます。また、夏合宿（コロナ禍
で中断していたが、2023 年度から
再開の予定）や、東京証券取引所・

日本銀行等の見学を行います。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは創設 8 年目のゼミです。 
ゼミ生が主体となり、先生と協力
して運営しているのが特徴です。
新しいゼミならではの自由で柔軟
な活動ができます。ゼミで得られ
たさまざまな知識と経験は卒業後
も必ず大きな力になると思います。
財務会計学に興味がある人や、学

問を学ぶ上で論理的に考えるのが
好きな人、その力をつけたいと考
えている人は、ぜひ私たちのゼミ
で一緒に学びましょう。

（なお、担当教員が 2024 年度から
特別研究期間に入る予定のため、
本年度は新規ゼミ生の募集を行わ
ない予定です）。

八重倉 孝 財務会計研究

人数：3 年生 3 人、4 年生 7 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
会計を中心としつつ、他分野（マーケティ
ング・経営戦略など）と融合させて学び
ます。
社会に出てから会計を学び直す人は多い

でしょう。「会計がわからなければ真の
経営者になれない」( 稲盛和夫 ) という
言葉が表すように、会計リテラシーはビ
ジネスに必要不可欠です。なぜなら、会
計がビジネス活動を表すストラクチャー
であり、ビジネスの共通言語であるため
です。ビジネスの共通言語である会計は、
社会に出てからの強い武器となるでしょ
う。なかには「会計は味気ない」と感じ
る人もいるかもしれません。そう感じる
のは、会計を単独でみているためかもし

れません。しかし実は、会計は他分野と
切っても切り離せないものです。それら
を一体として学べば、会計が面白くなり
ます。私達は、知識の丸暗記などではな
く、生きた会計と戦略思考を学びます。

■ 活動内容
● 3 年前期 : 輪読 ( 会計ファイナンス等
を扱う教科書を使用 )、5 分間プレゼン
● 3 年後期 : インゼミ ( 知識を実践 )、5
分間プレゼン
● 4 年 : 卒論執筆

■ 新ゼミ生へ  
●どのような方にお
すすめ？

・�会計と他分野を融
合させて学びたい方

・資格勉強などと両立したい方
・�ゼミを楽しみ、生涯の思い出を作りたい方
Twitter： @yamauchi_zemi ( 右上 QR コード )
YouTube： https://m.youtube.com/
channel/UCdVH3flmJCQ9GPYT6ad2i3g
HP： http://yamauchizemi.wix. com/yamauchizemi

山内 暁財務報告の研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：都丸 雪乃

先生

■ 研究テーマ
「Account+ing（説明＋行動）」を制度設計

学上の「ナッジ」として応用し「新しい現
実の構築」（新しいビジネス、経済、開発学、
環境、政治、文化、社会、サステナビリ
ティ等）を研究・実践しています。例えば
損益計算書上のほんの追加的な一行だけで
インドの経済・経営活動を一変させた「One 
Additional Line」についてグーグルしてみ
てください。日本や 25 年後の中国・イン
ドのような成熟経済・社会における制度設

計も遂行中。教授の『幸福と会計』や『関
経連レポート』は岸田内閣の「新しい資本
主義」構想の基礎として利用されています。 

■ 活動内容
GMP ゼミの一つ。ゼミ員がそれぞれの
将来目標「やりたいこと」を見つける
ことが最優先です。学術的、実務的な
テーマのいずれも可能。政府のプロジェ
クトや企業から委嘱されたテーマに参
加可能。ゼミ運営方針や合宿や懇親会
などはゼミ生と教員の合議で決めます。

■ 新ゼミ生へ  
オックスフォードで最高賞を得ていた教
授によるモチベーションが高くフレンド
リーなゼミです。研究者や官庁職員や国
際組織職員やソシアル・アントレや留学
を希望している学生も歓迎。積極的な学
生は 1、2 年生のうちからゼミに参加し
ています。ツイッター等は多用しません
が、個々の事情や希望を重視しますので
積極的にスズキ教授にお問い合わせくだ
さい（researchmap.jp/tomo.suzuki）。

スズキ トモAccounting, Economics and Society

人数：3 年生 5 人、4 年生 8 人　執筆者：3 年生一同
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先生

■研究テーマ
恩藏ゼミでは、ブランド戦略、製品市場
戦略、市場参入戦略といったマーケティ
ング戦略を中心に学んでいます。学生
主体で研究テーマを自由に設定し発表
する場を設けており、マーケティング
の本質を踏まえた上で、研究したいテー
マを主体的に学ぶことができます。

■活動内容
週 1 回の本ゼミと週 2 回のサブゼミで
活動を行っています。本ゼミでは、1

班 4~5 人のグループに分かれて学生主
体で研究テーマを設定し、発表を行い
ます。先生と学生からのフィードバッ
クなどを通じて、マーケティングの知
識を深めるとともに、物事を多角的に
見つめる力を養います。サブゼミで
は、学生主体で活動内容を決定し、教
科書を読み進めながら議論をしていま
す。その他、毎年恩藏ゼミではビジネ
スコンテストへの参加や企業とのワー
クショップを設けており、知識を身に

つけるだけでなく、学んだことを実際
にアウトプットできる機会が多いこと
も魅力です！

■新ゼミ生へ
恩藏ゼミの良いところは、学生が主体
的に活動しているところだと思います。
自分たちで研究テーマを設定し、議論
を行うため、自主性や協調性が養われ
ます。また、体育会の学生や留学をし
ている学生なども在籍しており、ゼミ
以外の活動とも両立可能です。33 年の

歴史があり、OB・OG の方々との繋が
りも強いです。恩藏ゼミでは学生同士
で日々切磋琢磨し、良い刺激を受ける
ことができます。熱意があり、高い意
識を持ちながら活動できる学生をお待
ちしております！
Twitter：@onzo_seminar33
Instagram：@onzo_seminar33

恩藏 直人現代マーケティング研究

人数：3 年生 27 人、4 年生 23 人　執筆者：執筆者：中山 拓樹

先生

■ 研究テーマ
実務に直結した学問である会計や監査を将

来活かしていくために、授業で学んだ基本

的な内容や考え方を踏まえ、どのように実

務で使われているのかを知り、どのように

使われるべきかを考え、議論していきます。 

■ 活動内容
会計や監査は国際的に標準化しているもの

の、実際のビジネスは―律ではありません。

そのため、会計処理や監査の業務には常に

判断がつきものであり、それをコミュニケー

ションしていくことが重要です。 本ゼミに

おいては、実際のビジネスや実務を踏まえ

た生きた議論を行い、どのように対応して

しくべきか考えていきます。具体的なイメー

ジを持つための企業等への訪問も積極的に

行っています。

■ 新ゼミ生へ  
「会計」「監査」と聞くと機械的に当てはめ

るだけ、地味といったイメージがあるかも

しれません。でも、実際には、従うべき基

準を作るにも様々な背景があり、基準に従っ

て処理するのにも企業のビジネスをどうみ

ていくかで議論が分かれるものであり、実

務はとても奥深いものです。担当教員のこ

れまでの実務経験を通じて得た様々な会計

や監査の実務を学び、メンバーで議論でき

るこのゼミは、基礎を学んだものの、なぜ

そうなっているか、実務はどのように動い

ているか気になる方に適しています。皆さ

んの積極的なご参加を心からお待ちしてお

ります。

関根 愛子会計・監査実務研究

人数：3 年生 21 人、4 年生 16 人　執筆者：ゼミ生一同・教員

先生先生

■ 研究テーマ
変わりゆく社会の中で広告が果たし
ている役割について分析し、現代
の企業と消費者間の効果的な広告コ
ミュニケーションの在り方や課題に
ついて研究します。

■ 活動内容
「本ゼミ」では班ごとに教科書の内

容を発表し、それに対し議論を行
い、先生からフィードバックをい
ただきます。企業の事例から広告

やマーケティング戦略の成功・失
敗要因を分析することで考える力
や、プレゼンテーション能力を高
めています。

「サブゼミ」では、企業から課題を
いただいて、商品企画やマーケティ
ング施策を考え、提案を行います。
本ゼミや授業で得た知識を実際の
ビジネスに応用する力を養います。

■ 新ゼミ生へ  
嶋村ゼミの最大の魅力は雰囲気の良さ

です。楽しむときにも、熱く議論をす
るときにも全力で取り組む個性豊かな
仲間から日々刺激を受け、貴重な経験
を重ねることができます。残りの学生
生活の大部分を占めるゼミ選びです。
素直な気持ちで皆さんが後悔しない選
択をしてくださいね！
Twitter：https://twitter.com/
shimazemi2
Instagram：https://www.
instagram.com/shimazemi26/

嶋村 和恵現代広告研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：植村 美咲

先生

■ 研究テーマ
マーケティング・サイエンスとは、マー
ケティングにおける諸問題に対しデー
タ分析などの科学的手法を適応するこ
とで、マーケティング上の意思決定の
質を向上させる方法論を研究する学問
分野です。現代では、デジタル化によ
り膨大な量のデータが存在しています。
それらを科学的な視点から分析し、マー
ケティングに落とし込むことは、非常

に有効になっていきます。

■ 活動内容
毎週行われる本ゼミ・サブゼミに加え
て、春学期に他大学のゼミと合同で開
催される「インターカレッジゼミ」、秋
学期に開催される「関東学生マーケティ
ング大会」への参加が主な活動です。
これらの活動を通じて、マーケティン
グに関する知識はもちろん、プレゼン
能力や統計的データ解析、論理的思考
力、ディスカッション能力などの、将
来にも有用な力を育むことができます。

■ 新ゼミ生へ  
守口ゼミの最大の特徴の一つとして、「目
標に対する熱量」が挙げられます。特に、
秋学期に行われる「関東学生マーケティン
グ大会」での “ 優勝 ” という目標に向かっ
て、ゼミ全体や各班が一丸となって、日々
のゼミ活動に対して、高い熱量を持って向
き合っています。このような、切磋琢磨で
きる最高の仲間と高い熱量を持って大きな
目標に挑戦することができる環境は、守口
ゼミでしか味わえない、未来の糧になる貴

重なものです。大学生活ラスト 2 年で、何
か大きな目標に、高い熱量を持って取り
組みたい！という情熱のある方をゼミ生一
同、お待ちしております！説明会や下記の
Web サイト・SNS では、活動の詳細から
ゼミの様子まで様々な情報を発信していま
すので、是非一度ご覧ください！
HP：https://moriguchihp.wixsite.com/
moriguchi-seminar
Instagram：@moriguchi_zemi
Twitter：@moriguchi_zemi

守口 剛マーケティング・サイエンス研究

人数：3 年生 21 人、4 年生 19 人　執筆者：山田 歩生
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先生

■ 研究テーマ
消費者の行動や意思決定に及ぼ
す心理的要因の影響について分
析し、それを基に効果的なマー
ケティング・コミュニケーショ
ンについて研究しています。 

■ 活動内容
週１回の本ゼミと週２回のサブ
ゼミがあります。通年研究では
消費者心理に関連したテーマで

一年間グループ研究を行いま
す。また他大学との合同ゼミや
企業との協働プロジェクトも実
施しており、研究活動で得た理
論的学びを商品開発など、実際
のマーケティング活動へ適用す
るスキルを身に付けることが出
来ます。

■ 新ゼミ生へ  
須永ゼミの良さは主体性にあり

ます。何をすれば自分たちの学
びを深めることにつながるの
か、各々が考えながら情熱を
もって研究活動に取り組んでい
ます。ゼミの運営にも深く携わ
ることが出来、非常に刺激ある
研究室だと思います。研究テー
マや活動に興味を持ってくれた
方、ゼミ生一同お待ちしており
ます！

須永 努消費者心理学研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 18 人　執筆者：比山 善史

先生

■ 研究テーマ
統計分析を用いて消費者行動を研
究しています。研究テーマは環境、
文化、広告など様々な分野から選
択することができます。データを
活用した実践的なマーケティング
手法を身に付けられることが本ゼ
ミの特徴です。 

■ 活動内容
活動は基本的に週に 1 回です。3
年次の春に統計分析の手法を学び、

既存の研究論文を用いて発表・討
論を行います。秋はグループで実
際にデータの収集・分析をします。
統計分析の手法は全員 0 から学ぶ
ので、初めての方でも安心です。4
年次では自分の研究課題を設定し、
仮説の構築から検証まで全ての流
れを行います。

■ 新ゼミ生へ  
フランクゼミの魅力は自由さと温
かい雰囲気です。研究テーマは自

分の興味に沿って設定し、深く追
求することができます。活動日数
が少ないため、課外活動とも両立
しやすいです。メンバーは穏やか
な人が多く、和気あいあいとした
雰囲気です。卒業研究は個人です
が、助け合いながら進めていきま
す。消費者行動やマーケティング
に関心のある方、主体性を持って
研究をしたい方、ぜひお待ちして
おります！

フランク ビョーンConsumer Behavior Research

人数：3 年生 10 人、4 年生 13 人　執筆者：飯村 茉子

先生

■ 研究テーマ
本ゼミは「貿易」を、とにかく具体的に、客観
的に、ありのままに 観察し、そこから物事を考
えてみようというゼミです。必然的に、オペレー
ション・レベルの現場を大切にしてゆく姿勢を
とりますが（「板子一枚下は地獄」を感得する
当事者意識を養いたい）、より上層レベルの事
象も重視しながら（国際関係に絡んだ高次元の
諸問題にも関心を持ってもらいたい）、「貿易」
を考えてゆきます。要は、「貿易」を様々な角
度から研究し大学 4 年間の集大成である卒業論

文に活かす。これが田口ゼミの研究テーマです。

■ 活動内容
ひたすら地味な内容です。安価でどこでも読め
る文庫や新書を中心に、できる限り多くの、幅
広い内容の本－傾向としては歴史を重視したも
のが多い－を読み、考え、議論し、また考える。
そして、それを卒業論文に活かし、仕上げてゆく。
これらのごくごく普通のごくごくありふれた一
連のプロセスです。大きな ジャンプをするには
大きく屈まなければなりません。「将来のために
一度大きく屈んでみるか」と心を決めた学生に、

とくに、いつでも容易に他者と繋がる今だから
こそ、孤独になって物事を見つめ書庫に潜りこ
んで考えてみたいという学生に（ほんの少しで
もそこに価値を見い出せる学生に）、来てもらい
たいと思っています。ゼミは 3・4 年合同で行
います。今年も例年通り多くの本を読む予定を
組んでいます。参考までにゼミ 3 年生が本年度
中に読むのは、『ザ・フェデラリスト』、『アメリ
カ外交 50 年』、『民間防衛』等を含め合計 30 冊

（他に英語論文も数本）ほどに上ります。少しき
ついかもしれませんが本学の学生はそれをこな

す能力を十二分に持っているので、積極的にト
ライをしてもらいたいと思っています。

■ 新ゼミ生へ  
3・4 年合同の合宿や貿易港・税関見学な
どを計画しています。ときにはゼミ OB も
参加します。本当の面白みというのは真剣
さがあってこそ生まれます。 尖った真剣
味を求めている学生は、是非、田口ゼミの
門を叩いてみてください。皆さんよりほん
の少し成熟した在ゼミ生が、あたたかく－
ときに厳しく－迎えてくれるでしょう。

田口 尚志貿易商務研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 11 人　執筆者：田口 尚志先生

先生

■ 研究テーマ
グローバル経営、ダイバシティ・
マネジメント 

■ 活動内容
多国籍企業が行う国境を越えた経
営を、戦略論と組織論の観点から
学びます。特に、人材をいかして
企業価値向上につなげる人的資本
経営が注目されているなか、ダイ
バシティ・マネジメントの観点か
ら調査・分析・考察を行います。

具体的な活動として、 
①最新の論文などについての議論 
②�教授の研究ネットワークを通じた海

外大学の学生との議論を含めた交流 
③�特定の企業について自らの調査・

分析から問題意識を育み、検討・
仮説設定、その企業の幹部の方々
との意見交換を経て仮説を論証す
るという論文作成プロセスを実践 

④�実際の企業の取組みを学ぶため
の企業訪問 

があり、学術＋実践の両面から学べ
ます。昨年の卒業生の進路は、ソニー、
丸紅、アクセンチュア、三菱地所など、
OB との繋がりも魅力です。

■ 新ゼミ生へ  
主体的にゼミに取り組みたい方、
多様な人々との交流から学びたい
方、議論を活性化し結論に導く力
を身に付けたい、グローバルリー
ダーとして活躍したい方、谷口ゼ
ミにてお待ちしています。 

谷口 真美グローバル経営

人数：3 年生 7 人　4 年生 5 人（他２人留学中）　執筆者：鈴木 佳奈

ノルウェービジネス
スクールとの交流
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは国際貿易に関するトピック
を中心に据えながら、「経済的な考え
方」を身に着け、世の中のあらゆる出
来事に対して「自分の頭で考えること」
ができるようになることを目的として
います。英語のテキストを用いて経済
学とプレゼンテーションの仕方を学び、
日本語の文献を大量に読んで議論しま
す。市田ゼミに入ると、英語力、ロジ
カルシンキング、プレゼン力、経済学

の基礎と応用が身に付きます。

■ 活動内容
通常のゼミ活動、サブゼミに加えて、国内
の勉強合宿が年 2 回、海外大学交流・研修
合宿（2023 年 2 月はタイ）が年 1 回、スキー
合宿、インゼミ活動（昨年度は慶應、上智、
中央、学習院など）を行います。先生はゼ
ミ後の食事会などにも頻繁に顔を出してく
ださり、他愛のない話から社会で役に立つ
マナーなど様々なことを教えてくださいま
す。また、先輩後輩の繋がりの深さも市田

ゼミの大きな魅力の一つです。OBOG の方
は合宿や OBOG 会に来てくださり、お話
を伺う機会が多くあります。普段のゼミ活
動に来てくださりお話をしてくださること
もあります。卒業後の進路は三井物産、住
友商事、伊藤忠商事などの総合商社、三菱
UFJ 銀行、みずほ銀行、野村証券、損保ジャ
パン日本興亜などの金融業界、日立製作所、
いすゞ自動車、コマツ、ブリヂストンなど
の大手メーカー、デロイト、アクセンチュ
アなどのコンサルティングや NHK などの

マスコミ、大学院を経て大学教員やシンク
タンク研究者、国家公務員総合職など、多
岐にわたります。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミ活動の良さは、仲間と一緒に難し
い課題に取り組むことです。活動に必
要なのは、「やる気」や「積極性」であ
り、今勉強が得意であるかは全く関係
ありません。市田ゼミで一所懸命に頑
張りたいという思いを持った方、市田
ゼミでお待ちしています。

市田 敏啓国際貿易と経済学

人数：3 年生 9 人、4 年生 8 人　執筆者：番場 卓思

先生横田 一彦国際貿易研究

先生

■ 研究テーマ
リスクマネジメント論

■ 活動内容
私 た ち の ゼ ミ で は、 毎 週 1 人 ず
つ教科書の内容に関するプレゼン
テーションと討論を行っています。
これから AI や IOT の技術はさらに
進み、世の中は今以上の速度で目
まぐるしく循環していくことが予
想されます。また、急変する国際
情勢と経済状況の中で企業が散在

しているリスクを予想し、管理す
ることはさらに重要になっていま
す。そのような時代に企業はどん
なリスクを考え、どのようなリス
ク管理方法を行うことが望ましい
か、その手段について学びを進め
ています。

■ 新ゼミ生へ  
こんにちは。私たち李ゼミでは、
運動部や留学生など多様な人が所
属しています。このような多様な

人たちと顔を突き合わせて学習し
ていくことは大学生活にあって貴
重な機会になると思います。また、
ゼミ生間の仲も良くて、授業はも
ちろん様々なイベントを開催して
います。仲良くて楽しいゼミ活動
をしたい方、他の学校活動とゼミ
活動を両立したい方はぜひ本ゼミ
で頑張っていただきたいです。

李 洪茂リスクマネジメント研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 23 人　執筆者：オ ウォンテク

先生

■ Research Theme
In this zemi we investigate 
the  dynamic  and complex 
i n t e r n a t i o n a l  b u s i n e s s 
environment.  We focus on 
business-related strategy – 
including foreign market entry, 
innovation, local adaptation, M&A 
– but also on the business-society 

interface, including issues related 
to climate change, political 
stability, and social development. 

■ Activities
The zemi offers  a  range of 
different activities, including 
group work and presentations, 
online simulations, meetings 
with company representatives, 

case study discussions, and 
i n t e r a c t i o n s  w i t h  f o r e i g n 
visitors. Zemi students will also 
get the opportunity to take part 
in the GMP forum with other 
students enrolled in the Global 
Management Program. 

■ 新ゼミ生へ  
The goal  of  this  zemi is  to 

help you gain the skills and 
confidence to work in a global 
business environment. If you 
are thinking of wording in an 
international context and care 
about global  business and 
society, this is a good choice for 
you!

エドマン ジェスパーInternational Corporate Strategy

人数：3 年生 14 人、4 年生 8 人　執筆者：エドマン ジェスパー先生

人数：3 年生 15 人、4 年生 14 人　執筆者：3 年生一同

①②③④⑤を並び替えてできる都市を持つ国
はどこ？

〈横のカギ〉
A　「お茶の間」とも呼ぶ。
C　�イタリアの物理学者。彼の名前が付いた電

池で有名。
D　出入りや通行のための道。
E　天下統一を目指した安土桃山時代の武将。
G　�フランスの数学者。フランスのガウスと呼

ばれる。
H　じしゃくポケモン。

〈縦のカギ〉
B　広島発祥の自動車メーカー。
C　世界最大級の仏教寺院。
E　アメリカ合衆国最初の黒人大統領。
F　手札が１枚になったら叫ぼう！
G　誰もが一度は落ちるもの。

答えは QR コード先に！
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先生

■ 研究テーマ
研究テーマは機械学習とファイナ
ンスで、2023 年度は因果推論も勉
強します。機械学習はデータを使っ
て予測したり分類したりします。
データは画像や文章でも構わない
のですが、ゼミでは主に金融関連の
数値データを使います。健康診断の
結果コレステロール値が高いと運
動量を増やすようにアドバイスさ

れることが多いのですが、データ上
は運動量が多い人はコレステロー
ル値も高いという傾向があります。
因果推論ではこのようなパラドッ
クスを解決する手段を学びます。

■ 活動概要
実際にプログラムを動かして、プ
ログラム言語 Python と機械学習を
ひととおり学びます。その後、例
えば、ある日の株価の騰落 ( 上昇 / 

下落 / 不変 ) を前日までのデータか
ら予測するモデルを作りアンサン
ブル学習を行なうなど、金融への
応用事例を学ぶなかで実力を高め
ていきます。また、株式投資シミュ
レーション・ゲームや他大学とディ
ベートをして、ファイナンスにつ
いても知識を深めます。

■ 新ゼミ生へ   
時間を守り自分の守備範囲はきち

んとこなすなど、チームで活動でき
ることは前提です。その上で、ゼミ
でこういうことをやりたいという
イメージを持っている人を重視し
ます。その方向が互いに調整でき
て、ゼミとしてまとまった活動がで
きそうな方々でゼミを構成できれ
ば、学生生活最後の 2 年間を有益
に送ってもらえると思います。

谷川 寧彦コーポレート・ファイナンス

人数：3 年生 6 人、4 年生 4 人　執筆者：谷川 寧彦先生

先生

■ 研究テーマ
世界中の企業の経営について学び
ます。企業の目的、行動、戦略、ファ
イナンス、ガバナンス、パフォー
マ ン ス（ 収 益 性、 成 長 性、ESG）
等を国ごとに比較し、各国の企業
の共通点と相違点とを考察します。
そして、そうした国ごとの企業の
特徴が、その国の経済、法律、文化、
宗教などから生じているかどうか
も検討します。 

■ 活動内容
ゼミでは、世界の企業、経済、法
律、文化、宗教等の知識を身につけ、
分析力・考察力を高めるとともに、
英語と日本語のどちらでもプレゼ
ンテーション、ディスカッション、
ライティングができるようにしま
す。また、今や広田ゼミの伝統と
なった慶應義塾大学や一橋大学と
のインターゼミ（日本語で実施）、
中国・香港・台湾・韓国・シンガポー

ルなどの海外の大学の学生との共
同学習（英語で実施）も行います。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミでの学習に情熱を持って取り
組み、君たちの資質とポテンシャ
ルを著しく伸ばし、10 年後に日本
で、あるいは世界で、グローバル
な社会に貢献する人になることを
願っています。

広田 真一The World's Corporations in a Globalized Society

人数：3 年生 8 人、4 年生 8 人　執筆者：広田 真一先生台湾の大学でのプレゼンテーション

先生

■ 研究テーマ
行動経済学の視点から金融を学
ぶゼミです。心理学と経済学を
組み合わせた行動経済学のテー
マである「なぜ人間は非合理な
行動をするのか」を切り口に、
金融分野の研究を行います。

■ 活動内容
3 年生では行動経済学の教科書
の輪読を行いつつ、グループに

分かれて商学部懸賞論文に向け
て準備を進めていきます。研究
を進める中で、ビブリオバトル
やゼミ合宿、他大学との合同ゼ
ミを行い、多くの発表機会を設
けています。また、グループ活
動が中心なのでゼミ生と切磋琢
磨しながら学ぶことが出来ます。

■ 新ゼミ生へ  
尾崎ゼミではメリハリを大事に活

動しており、学んだことをアウト
プットする機会が多くあります。
また、金融をメインとしたゼミで
はありますがゼミ生が興味ある分
野を行動経済学の観点から学ぶこ
とが出来ます。学生の主体性を重
視し、学生が新しい取り組みを提
案することも可能です。学生生活
最後の 2 年間を尾﨑ゼミで有意義
なものにしましょう！

尾﨑 祐介フィナンシャル・エコノミクス

人数：3 年生 11 人、4 年生 11 人　執筆者：佐藤 柚衣

先生

■ 研究テーマ
保険を題材にしていますが、ゼミで
扱うテーマはとても広いです。保険
は社会の様々な領域にかかわってい
るためです。特に、外国の保険制度
やグローバルな保険に関心を持って
います。具体的研究テーマはゼミ生
が議論して決めます。現 4 年生は、
地球環境保護に向けた後発開発途上
国支援に向けた新たな再保険システ
ムの創設を研究し、日本語・英語で

提言し、論文にまとめました。

■ 活動内容
ゼミ生がどのような能力を高めたい
かを討議したうえで活動を計画しま
す。昨年は、米国の保険のテキスト
をもとに、英語と日本語で、プレゼ
ンや討議を行いました。秋には「東
京学生保険ゼミナール」に参加して
研究発表や論文作成をしました。実
務者を招いた討議もしています。加
えて、GMP ゼミとして、他のゼミ

と協働して海外大学や GMP との交
流も盛んに行っています。

■ 新ゼミ生へ 
本ゼミは、学生主体で運営を行うと
ころに特徴があります。そのため、
自ら主体的に活動することが大切で
す。GMP ゼミとして英語を使う機会
も非常に多いです。しかし、英語よ
りも、発言する積極な姿勢や中身が
最も大切です。主体的にゼミを運営
していきたい人を募集しています。

中出 哲Study of Insurance from a Global Perspective

人数：3 年生 9 人、4 年生 9 人　執筆者：樺島 由梨花
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先生

■ 研究テーマ
当ゼミのテーマの中心はマクロ経
済学の理論です。マクロ経済学は
時代の変化の中で大きく変化して
おり、さまざまな考え方を含んで
います。私たちは一つの立場にこ
だわることなく、それらを並列的
に学習し、異なった考え方の相違
点や背景について研究しています。

■ 活動内容
ゼミは 3 限から 5 限まで 3 コマ連

続で行われ、3 年生は 3、4 限、4
年生は 4、5 限に参加します。３
限と 5 限にはマクロ経済学に関す
る本や論文を輪読し、4 限には 3・
4 年生共同で、マクロ経済のシミュ
レーション分析の実習を行ったり、
自由なテーマによるプレゼンテー
ションを行っています。その他、
合宿や企業見学を行っています。

■ 新ゼミ生へ  
片岡先生は非常に学生思いで、一

人ひとりにしっかりと目をかけて
くださいます。またゼミの授業は
知的な楽しさに満ち溢れています。
ゼミで新たなチャレンジをしたい
人、大学でしかできないことをや
りたいという人の参加をお待ちし
ています。

片岡 孝夫マクロ経済理論

人数：3 年生 15 人、4 年生 13 人　執筆者：鴨志田 未来

先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、発展途上国が現在抱
え る 諸 問 題 を 研 究 テ ー マ と し て
扱っています。具体的には、発展
途上国における経済発展の施策や
都市失業、そしてミクロネシアを
はじめとした太平洋島諸国につい

て研究しています。
■ 活動内容
3 年時には、開発経済学の教科書や

資料を用い、輪読とプレゼンをし
て進めていき、経済理論の学習な
どを行います。後期は各々で研究
対象とする国を設定し、情報集め
を行った上で学期末にタームペー
パーと呼ばれる卒業論文の初稿を
作成します。サブゼミでは、実用
的な英語の学習や卒業論文に不可
欠な計量や統計の手法をエクセル
で学習します。4 年時には、各自卒

業論文作成に 1 年間かけて取り組
みます。今年度は新型コロナウイ
ルスの蔓延によって行えませんで
したが、ゼミ合宿や OBOG 会も実
施します。こうした活動はゼミ生
の自主性に任されており、海外大
学への訪問をした年もあります。

■ 新ゼミ生へ  
私たちのゼミでは、ゼミ生の主体
性に任されており、自由に学ぶこ

とができます。世界が変動する今、
途上国経済への理解は欠かせませ
ん。現在、海外大学への訪問など
も企画中です。高瀬ゼミで有意義
な 2 年間を過ごしましょう。

高瀬 浩一開発経済学研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 9 人　執筆者：山田 雄大

先生

■ 研究テーマ
保険会社の戦略や保険事業の特
性等から題材を取り上げて研究
します。
皆さんに積極的な関心を持って
もらえる主題を取り上げます。
題材に応じて数理的な考察を行
いますが、数学の知識は特に必
要ありません。

■ 活動内容
今年度は、『損害保険会社の海
外進出方法』、『日本の保険市場
はなぜ成熟しているのか』の 2
軸で研究を行う予定です。時に
はグループディスカッションを
行いテーマについての理解を深
めます。

■ 新ゼミ生へ  
本 ゼ ミ は 今 年 で 開 講 2 年 目 で

す。最大の特徴は先生と学生の
距離の近さです。先生は優しく
なんでも相談に乗ってくださる
ので、思ったことは何でも話す
ことができます。先生は保険会
社で勤務経験があるので、高度
な質問も詳しく答えてもらうこ
とができます。堅苦しい雰囲気
のないゼミですので馴染みやす
く楽しく活動できます！

星野 明雄保険経営と数理

人数：3 年生 14 人、4 年生 2 人　執筆者：近藤 奎介＋星野 明雄先生

先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、数理解析の手法や東
欧地域に関する研究を行います。
数理解析手法や統計的手法を経済・
経営現象や東欧地域での社会現象
に適用して思考能力を養います。

■ 活動内容
3 年次は数理解析および東欧に関
しての基礎的な知識を幅広く学習
し、 4 年次はその応用的な学習及び

卒業論文を作成します。
またゼミのプロジェクトとして、
毎年東欧地域でゼミ合宿を行って
います。2022 年度はハンガリーの
カーロリ大学の学生と交流し、対
話の中からグローバル社会を「多
面的に見る」力を養いました。

■ 新ゼミ生へ  
毛利先生はゼミ生のレベルを見な
がら懇切丁寧に寄り添い導いてく

ださります。
早稲田大学で最もゼミ生と先生の
距離が近く、貴重な経験ができる
この毛利ゼミで「数理能力× グロー
バル能力」を身につけ、人工知能
にとって代わられない人材を目指
しませんか ?

毛利 裕昭数理計量分析研究

人数：3 年生 5 人、4 年生 4 人　執筆者：入江 颯
2022 年 11 月ゼミ合宿中にハンガリーとス
ロバキア国境で撮影
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミの副題は－「特技」とし
ての統計分析とコンピュータ操
作－です。したがって本ゼミの
目的は、ゼミ生全員が統計分析
能力とコンピュータ操作能力を
身につけることです。

■ 活動内容
3 年次には統計学の基礎を丁寧
に学習します。春学期には教科

書の輪読で基礎知識を吸収し、
Excel を用いて統計分析を行い
ます。秋学期には問題演習を中
心に行い、統計検定 2 級の合
格を目指します。4 年春学期に
は統計学の一分野である計量経
済学を教科書の輪読と統計ソフ
トの使用を通じて学びます。4
年秋学期には総まとめとして卒
業論文を執筆します。

■ 新ゼミ生へ  
教科書の輪読などでの知識吸収
と、実際にコンピュータ操作を行
う演習のバランスの取れた本ゼミ
では、統計分析を「特技」として
身につけることが可能です。さら
に、本ゼミは比較的少人数である
ため、坂野先生から細やかな指導
が受けられます。皆さんのご参加
をお待ちしています！

坂野 慎哉コンピュータによる統計分析とその応用

人数：3 年生 4 人、4 年生 7 人　執筆者：須藤 美季

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、企業を取り巻く様々な
問題を多角的にデータ分析していま
す。具体的には「企業の不祥事が株
価に与える影響」「働き方改革が業
績に与える影響」など企業活動を理
解する上で必要な問題を取り扱って
います。経済トラックでありながら
扱う領域は多岐に渡り、行動経済学
やマーケティング、経営戦略、国際
経営なども用います。

■ 活動内容
3 年生は先生から提示される学問
についてグループで分析、プレゼ
ン発表、論文作成などを行います。
昨年度は行動経済学を主に学びつ
つ、関東学生マーケティング大会
にも出場しました。今年度は経営
戦略や国際経営について学ぶとと
もに、秋には台湾研修を予定です。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは経済学を中心に幅広く

自分の興味関心に合わせて学習す
ることができます。また、海外で
のゼミ合宿等もあるため、ゼミ生
同士の仲が深まること間違いなし
です！
Tw i t te r：https://twitter.com/
kubozemi_2022
Instagram：https://www.
instagram.com/kubozemi2022

 久保 克行企業の経済学

人数：3 年生 24 人、4 年生 25 人　執筆者：志水 陽紀、山根 彩

先生

■ 研究テーマ
産業組織論は、企業を経済主体とし
て扱い、市場・産業における企業の
相互依存関係や消費者行動を分析す
る応用ミクロ経済学の一分野です。
日頃接している小売企業の戦略はど
のように分析できるのか、またそう
した戦略は消費者にどのような影響
を及ぼすのかといった問いを経済学
的な視点を中心に考えます。また、

ゼミではデータ分析の手法も学習し
ます。実際にデータをみて自ら分析
することで、多くの発見を得ること
ができます。 

■ 活動内容
3 年次には文献の購読とゼミ生によ
る報告を行い、産業組織論の基礎
的な理論やトピックを学習します。
昨年度は代表的な教科書や、小売
企業の戦略についての政策的立場

を論じた英文論文などを輪読しま
した。また、後半には、データ分
析の学習や演習をふまえてグルー
プワークを行いました。4 年次には、
個人研究の発表と卒論の作成を行
います。自ら問いをたてデータを
収集し、統計学的手法を用いて分
析・考察を行います。

■ 新ゼミ生へ  
グループワークや卒論研究では、必

ずしも産業組織論の枠にとらわれ
る必要はなく、自身が重要だと思う
問題を深く考察してほしいと考えて
います。関心はあるけれど一見どう
扱ってよいのかわからないテーマを
どのように分析可能とするかはゼミ
生次第です。そのような問いにこそ、
重要な問題提起がかくれている可能
性があります。一緒に活気あるゼミ
を創っていきましょう。 

加納 和子産業組織論研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 12 人　執筆者：加納 和子先生

先生

■ 研究テーマ
人や企業の行動、社会現象を説明するた
めに社会科学には様々な理論がありま
す。それらの理論の妥当性を検証するた
めに、「理論の与える仮説が現実のデー
タとマッチしているかどうか」、また「現
実のデータを理論がどの程度説明できる
か」を統計的にチェックする方法があり
ます。計量経済学はそのためのツールで
す。理論の検証以外にも計量経済学は用
いられます。例えば、政府が行った政策

の定量的評価や、「ある製品の価格や属
性が変化したときに、その製品や他の製
品のマーケットシェアはどのように変化
するか」などの予測にも用いることがで
きます。このゼミは、（1）計量経済学の
手法の理解、そして（2）計量的手法を
用いて現実のデータを分析する能力を身
につけること、を目的とします。

■ 活動内容
計量経済学の学習は、「理論」の学習
と「応用」（すなわち計量の理論をどの

ように現実のデータに用いるのか）の
学習の二本立てになります。「理論」に
ついては教員による講義がメインです。

「応用」については、計量ソフトを用い
て現実のデータを分析することで、計
量的手法を実際に使えるようになるこ
とを目指します。3 年次の後期は 2 つ
のチームをつくり、それぞれのチーム
で論文を作成し、学部の懸賞論文に応
募することを目標とします。この過程
で学術論文の書き方を学習します。4

年次は自分でトピックを選び卒業論文
を作成してもらうことになります。

■ 新ゼミ生へ  
履修に際しては（1）必修科目「基礎数
学」程度の数学の知識、（2）選択科目「基
礎統計学」程度の確率・統計学の知識、

（3）初級レベルのミクロ経済学の知識、
そして（4）Excel と Word が使える程
度のコンピュータのスキル、が前提と
なります。この中でも確率・統計の知
識は特に重要になります。

片山 東 計量経済学とその応用

人数：3 年生 5 人、4 年生 2 人　執筆者：片山 東先生
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先生先生

■ 研究テーマ
統計的手法で企業分析を行います。
具体的には、戦後の日本企業のシ
ステムの変遷や今後の課題を、経
営や経済、金融などの面から分析
します。「企業」「金融機関」「政府」
それぞれの組織行動に着眼点を置
きます。経済学をはじめ、経営学、
統計学、会計学を含めた総合的な
学習ができます。多岐に及ぶ分野

を学習するため、将来社会に出て
役に立つ知識が身につきます。

■ 活動内容
本ゼミでは、毎回発表班と質問班
に分かれて、与えられた課題につ
いて議論を交わします。基本的に
ゼミ生主体の活動となり、先生に
は内容のまとめ、補足などゼミ生
のフォローをしていただいていま
す。 サ ブ ゼ ミ で は、Excel を 用 い

て統計学を基礎から学び、分析の
手法を身につけます。また、30 年
を超える歴史を持つ宮島ゼミでは、
OBOG の方々の人数が多く、交流
が深いです。

■ 新ゼミ生へ   
当ゼミのモットーは「スポーツの
ように勉強する」です。基礎的な
ことを突き詰めて自身の研究を深
めていくことは、とてもやりがい

があります。アットホームかつ緊
張感のある活動の中で、そのやり
がいを感じたい人、企業研究に取
り組みたい人、世の中の流れを広
く知りたい人など、意欲のある皆
さんの参加をお待ちしています。
Twitter： https://twitter.com/
miyajimaseminar
Instagram： https://www.
instagram.com/miyajimaseminar/

宮島 英昭日本企業システムの経済分析

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：宇津木 聖人、中橋 美結

先生先生

■ 研究テーマ
国際経済学は、ものの流れを対象と
する国際貿易論と、かねの流れを対
象とする国際マクロ経済学 ( 国際金
融論 ) から構成されます。これらを
学ぶ上で、ミクロ経済学やマクロ経
済学の基礎をしっかりと修得するこ
とが前提となります。また、理論の
みならず、その応用としての経済政
策についても研究を行います。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、まずミクロ・マ
クロ経済の基礎理論を取り上げ、そ
の後、国際経済学の分野へと進みま
す。テキストの指定範囲をグループ
ごとに報告してもらい、ゼミ生間の
議論を通じて国際経済学に対する理
解を深めることになります。4 年生
は 1 年間学んだ理論的背景をもとに、
みずからテーマを設定して卒業論文

の執筆にあたります。経済学の分析
手法などを用いて 2 年間の研究成果
をまとめる機会となります。サブゼ
ミは、本ゼミの準備に充てる場合も
あれば、懸賞論文に取り組む場合も
あり ( 日銀懸賞論文等で入賞してい
ます )、ゼミ生自身が決めることに
なっています。毎年 9 月にはゼミ合
宿を行い、研究だけでなく、スポー
ツやバーベキューなどゼミ生間の親

睦を深める機会となっています。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは研究報告や相互の議論をと
おして、ものの見方やものの考え
方を身につける場です。このよう
な知的な取り組みは、社会に出て
からさまざまな場面で役立つもの
と思います。ゼミは共同作業の場
なので、各種の活動に協調して取
り組む姿勢が必要になります。

横山 将義国際経済学研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 8 人　執筆者：横山 将義先生

先生

■ 研究テーマ
The primary aim of this seminar is 
to facilitate students in enhancing 
their decision-making proficiencies. 
Empirical investigations endeavor to 
infer a causal conclusion regarding 
the research inquiry by utilizing data 
obtained through observations or 
experiments.  

■ 活動内容
This seminar mainly concentrates 

on quantitative analysis,  thus 
enabling students to acquire a 
comprehensive understanding of 
econometrics and to adeptly utilize 
statistical software like Stata to 
deduce legitimate causal inferences. 
Once they have established a solid 
foundation in empirical research, 
students will be expected to present 
their own research proposals, which 
could pertain to any field, such as 

the healthcare system, education 
system, or financial laws. 

■ 新ゼミ生へ  
Upon successfully completing 
the seminar, students should be 
able to scrutinize the impact of 
policies using an evidence-based 
methodology,  a fundamental 
skill that would be exceptionally 
advantageous for their future 
careers or graduate studies.

富 蓉Empirical Study of Policy Evaluation

人数：3 年生 4 人、4 年生 1 人　執筆者：Sizhe Liu、Rong Fu 先生

先生

このゼミでは、数理経済学に関
する研究を⾏います。主に意思
決定理論とゲーム理論に焦点を
当て、実証・規範両⾯から研究
を⾏います。担当教員はこの分
野の専⾨家であり、特に合理性
の仮定に関する研究と、そうし
た研究をゲーム理論等の関連分
野に応⽤する研究を⾏っていま

す。ゼミの⽬標は、卒業論⽂と
して⼀定程度独⾃性のある研究
をまとめることです。３年次は
数学書の輪読を⾏い、必要な数
学の知識を⾝につけます。数学
は第⼆外国語としてコスパが良
く、⼀年間の勉強で多くの学術
書や論⽂が読めるようになりま
す。４年次は卒業論⽂のテーマ

を決め、関連書籍を読みながら
研究を進め、成果をまとめます。
ゼミ生にはゼミでの研究活動を
最優先することを期待します。
並⾏履修科⽬としてゲーム理論
と戦略を設定します。

原 和弘数理経済研究

人数：3 年生 1 人　執筆者：原 和弘先生
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先生

■ 研究テーマ
近現代日本の経済発展に関する
マクロ的な分析や日本における
企業システムの形成過程に関す
るミクロ的な分析などを中心に
研究を行っています。

■ 活動内容
３年春学期に経済史・経済学の
基礎を勉強し、夏合宿を経て、

秋学期にはテーマ研究を通じて
実 際 の 分 析 手 法 を 身 に つ け ま
す。これと並行して各自の研究
テーマを徐々に絞り込みます。
ゼミの最終目標は各自のテーマ
について、ある程度の長さをも
ち、必ず１つ以上のオリジナル
な論点を含む論文にまとめあげ
ることです。４年のゼミは、ゼ

ミ生相互の議論によって修正を
繰り返しながら、この論文を仕
上げることに充てられます。

■ 新ゼミ生へ  
オリジナリティのある論文を作
成するのは、決して楽なことで
はありません。ですから、ゼミ
生にはいい加減な議論でごまか
さ ず、 解 決 策 を 得 る ま で 真 剣

に努力を続けることが必要とさ
れます。厳しさと楽しさを両立
できる学生の参加を待っていま
す。

花井 俊介日本経済史研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 8 人　執筆者：花井 俊介先生

先生

■ 研究テーマ
石油や天然ガスなどの化石燃料や太
陽光や風力などの再生可能エネル
ギーについて、文献や統計データを
基に分析し、国際経済や国際政治に
与える影響を研究します。SDG’s や
ウクライナ侵攻といった最近の出来
事についても取り扱います。

■ 活動内容
3 年次には『エネルギー白書』などの
文献をもとにゼミ内での個人発表を行

い、エネルギー産業への基本的な理解
を深めていきます。その後、グループ
ワークとして自分たちで研究テーマの
決定及び研究・発表を行うことで、よ
り主体的に活動に取り組んでいきます。
文献と現状とのギャップを教授からの
アドバイスで埋めつつ、ゼミ生同士で
意見交換を行う事で、エネルギー産業
への総合的な理解を得る事が出来ます。

■ 新ゼミ生へ  
資源エネルギーは、私たちの豊か

な生活を根底から支えている一方
で、紛争あるいは環境破壊の原因
にもなっています。エネルギー産
業は経済だけでなく各国の宗教・
政 治 な ど あ ら ゆ る 分 野 に 深 く 関
わっています。また近年では各国
が様々な施策を行っているため、
非常にホットな分野でもあります。
個人のペースに合わせた活動が出
来る当ゼミで、エネルギー産業や
国際経済の研究をしてみませんか。

池尾 愛子国際経済関係研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 13 人（うち１人留学中）　執筆者：齋藤 直輝

先生

人数：3 年生 9 人、4 年生 10 人　執筆者：矢後 和彦先生

T h i s  z e m i  c o u r s e  d e a l s 
w i t h  h i s t o r y  o f  e c o n o m y 
a n d  b u s i n e s s  f r o m  g l o b a l 
perspectives. Students learn 
how to handle the archival 
r e c o r d s  o f  i n t e r n a t i o n a l 
institutions and/or global firms, 
how to frame their questions 
and replies on history,  and 

how to apply their historical 
knowledge. 

Y o u  a r e  r e q u i r e d  t o  r e a d 
numbers and records in history, 
but no technical knowledge 
is necessary: we historians are 
the generalists. Only thing I 
ask the students to do in this 

zemi is to “enjoy”: just feel free 
to read history, jump into the 
international forum, and enjoy 
tackling the global issues in 
front of you.  

矢後 和彦Economic and Business History: Global Perspectives

先生

■ 研究テーマ
小倉ゼミでは、「働くこと」を
研究対象としています。ほとん
どの学生は、社会人になります
が、その多くは企業や組織に「雇
われて働く」のです。それを雇
用労働と言います。その際に、
どういう問題があり、またどう
考えていくのかということを研
究対象としています。

■ 活動内容
半期ごとに、3 ～ 4 人のグルー
プを入れ替えて、各グループが
研究テーマを設定し、半年間、
リサーチして最後に発表しま
す。就職活動の問題点、大企業
と中小企業の労働条件格差、働
き過ぎと過労死、人事評価制度
の問題点、女性の働き方とワー
クライフバランスなど、様々な

テーマを自由に設定し、活発な
議論が繰り返されています。

■ 新ゼミ生へ  
社会人としてのマナーを身につ
け、自主的に行動すれば、学生
時代の貴重な経験になるでしょ
う。

 小倉 一哉雇用労働研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：小倉 一哉先生
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先生

■ 研究テーマ
イノベーションを企業の競争戦略
や組織構造、産業組織の観点から
歴史的に分析しています。大きく
は、（1）イノベーションにはどの
ようなパターンがあるのか、（2） 
イノベーションのパターンに影響
を与えるのはどのような要因があ
るのか、（3）企業はイノベーショ
ンのパターンをどのように戦略的
に活用できるのかの 3 点を中心に

分析をしています。

■ 活動内容
ケースや論文、書籍などを読むと
ともに、実際に分析や提案を行っ
ていきます。とにかく巨人の肩に
のぼります。OB,OG とのコミュニ
ティも大切にしています。

■ 新ゼミ生へ  
2019 年から開講した新しいゼミ
です。これからどのようなゼミに
なっていくのか楽しみです。やる

ことは多いとは思いますが、それ
だけ得るものも多いはずです。楽
をしたい人はぜひ遠慮してくださ
い。せっかく大学にきたのだから、
ゼミに入って勉強した方がいいよ。
できるだけ濃い議論をと思ってい
るので、人数は 8 ～ 10 人程度と
絞っています。
https://sites.google.com/site/
hiroshishimizu529/introduction

清水 洋イノベーション研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 10 人　執筆者：清水 洋先生

先生

■ 研究テーマ
産 業 組 織 論 と マ ク ロ 経 済 学 の
ツールを用いて、企業の参入・
成長・縮小・退出といったミク
ロレベルのダイナミクスと産業
や国の成長や生産性といったマ
クロレベルのダイナミクスの関
係を研究します。 

■ 活動内容
3 年次春学期のゼミでは、企業の
参入・退出、投資、資金調達に関
する基本的な理論モデルと実証
分析について、学術論文を参照し
ながら学びます。生産関数の推定
とマクロモデルの取り扱いにつ
いても学びます。続いて、3 年次
秋学期のゼミでは、企業の海外展

開、立地選択、取引ネットワーク、
イノベーションに関する基本的
な理論モデルと実証分析につい
て、学術論文を参照しながら学び
ます。並行して各自の研究テーマ
の選定を進め、4 年時における卒
業論文の執筆に向けた準備を進
めます。4 年次のゼミでは、卒業
論文プロジェクトに注力します。

■ 新ゼミ生へ  
基本的な理論モデルと実証手法
を習得することで、ミクロ・マク
ロレベルのダイナミクスに関係
する幅広いテーマを取り扱うこ
とができるようになります。ご自
身のキャリアにおいて分析的な
仕事（注：学術研究に限りません）
を志向する学生を歓迎します。

宮川 大介産業・企業ダイナミクス研究

執筆者：宮川 大介先生
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